
平成２１年１０月２６日 

各   位 

会 社 名  積 水 樹 脂 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 福井彌一郎 

（コード番号 4212 東証・大証第１部）  

問合せ先 総務広報部長 藤井万丈   

（ T E L． 0 6－ 6 3 6 5－ 3 2 0 4） 

 

業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成２１年７月２９日に公表した連結業績予想及び平成２１年４月２８日に公表

した個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

（１）連結業績予想数値 

平成 22年 3月期第 2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21年 4月 1日～平成 21年 9月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

26,500 

百万円 

1,550 

百万円 

1,500 

百万円 

850 

円 銭 

18.91 

今回発表予想（Ｂ） 24,300 2,730 2,670 1,210 26.96 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,200 1,180 1,170 360  

増 減 率（ ％ ） △8.3 76.1 78.0 42.4  

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成 21年 3月期第 2四半期） 

 

28,974 

 

1,672 

 

1,650 

 

914 

 

20.00 

 

平成 22年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

60,000 

百万円 

5,300 

百万円 

5,200 

百万円 

3,000 

円 銭 

66.76 

今回発表予想（Ｂ） 57,000 6,100 6,000 3,300 73.44 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,000 800 800 300  

増 減 率（ ％ ） △5.0 15.1 15.4 10.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 21年 3月期） 

 

61,947 

 

5,647 

 

5,527 

 

3,108 

 

68.18 

 

（２）個別業績予想数値 

平成 22年 3月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21年 4月 1日～平成 21年 9月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

19,000 

百万円 

900 

百万円 

1,200 

百万円 

750 

円 銭 

16.72 

今回発表予想（Ｂ） 18,500 1,960 2,240 1,210 26.91 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 1,060 1,040 460  

増 減 率（ ％ ） △2.6 117.8 86.7 61.3  

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成 21年 3月期第 2四半期） 

 

20,711 

 

940 

 

1,275 

 

802 

 

17.52 



平成 22年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

45,500 

百万円 

4,100 

百万円 

4,400 

百万円 

2,500 

円 銭 

55.72 

今回発表予想（Ｂ） 45,000 5,000 5,300 3,000 66.63 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 900 900 500  

増 減 率（ ％ ） △1.1 22.0 20.5 20.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 21年 3月期） 

 

47,097 

 

4,354 

 

4,678 

 

2,592 

 

56.75 

 

（３）修正の理由 

第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は民需部門が厳しく前回予想を下回るものの、営業利

益、経常利益、四半期純利益では、利益重視の販売戦略を推進しましたほか、総点検による固定費の削減な

どにより前回予想を上回る見込みとなりました。 

また、通期につきましては、第３四半期以降も環境が厳しいものと予想しておりますが、第２四半期累計

期間での利益の見通しにより前回予想よりも増益となる見込みです。 

 

※上記業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績につ

きましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


